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る(Burger and Salazar (ed.) 2003)。 
 一方、海岸地帯ではチュルパは確認されておらず、ミイラは地下に埋葬された。リマ市














































植民地時代初期まで利用されたことが確認された(Watanabe 2004; 渡部 2010)。 
 カハマルカ地方には、インカ期に 7 つのワランガから構成される行政単位があった。ワ
ランガとはインカ帝国における公用語であるケチュア語で数字の｢千｣を意味し、納税をす
る成人男性を数える単位でもあった。7000 人の納税者がおり、一家族 5 人と計算すれば、






















                                                   









図 3 タンタリカ遺跡の全体図 
（INC-Cajamarca 1997 を基に作成） 






 1999 年には山の中腹部の A 区、山の麓の B 区で発掘を実施した(図 3)。2000 年には両発
掘区の調査を継続するとともに、頂上付近に C 区を設定した。その結果 B 区では植民地時
代の建築、および墓が検出された。また C 区ではインカ期の墓とおそらく先インカ期の墓
が検出された。A 区では墓は確認されていない。また C 区では 2004 年にも発掘を継続し、
さらに二次埋葬の墓が検出された(渡部 2005)。以下では C 区で検出された先スペイン期の
墓と、B 区の植民地期の墓について記述し、比較する。ただし人骨の分析がなされていない










図 4 タンタリカ遺跡 A 区の建築群 
 
｢主部屋｣ 
 ｢主部屋｣の周辺では 160 m2 に及ぶ範囲を発掘した。また、｢主部屋｣の西側を｢入口テラ
ス｣、東側を｢主テラス｣と命名した。 




図 5 タンタリカ遺跡 B 区の建築 
 ●墓の位置（1～4 は 1999 年発掘、5～9 は 2000 年発掘） 
 
 ｢主部屋｣の構造は、31 x 10 m の大きさで、長軸は北西−南東の方向を持つ。覆土から植
民地時代の土器が出土するため、｢主部屋｣は植民地期に建設されたと考えられる。長軸を
なす壁にはそれぞれ幅約 2 m の窓状開口部3があるが、ある時期封鎖された。開口部の両端
には内側に突出部と水平方向に空いた四角形の穴を伴うが、それらは扉を据えるための特
                                                   
3 短軸をなす壁の周囲を発掘していないが、そこに出入口があった可能性がある。今後確認が必
要である。 

















 発掘では計 7 基の墓が検出された。うち 4 つ(BTM34、BTM5、BTM6、BTM7)は｢主部
屋｣の内部で確認された。BTM3 は成人の男女と新生児の計 3 体、それ以外はいずれも各墓
に 1 体が安置されていた。残り 3 つ(BTM1、BTM2、BTM8)は｢主部屋｣外側に確認された。




















図 6 B 区第 1 号墓(BTM1) 
                                                   
4 BTM3 は B 区第 3 号墓を意味する。TM は墓の略号である。 
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 この墓の覆土から出土した炭化物は、310±100 B.P.(未補正、測定機関番号 Tka-12017)
の年代を示した。補正曲線 SHCal04(MaCormac et al 2004)を用いて、OxCal v.4.0.1(Bronk 
Ramsey 1995, 2001, 2006)較正プログラムで年代較正をすると、1σ で 1484-1674 





















図 7(左) B 区第 2 号墓(BTM2)      図 8(右) B 区第 2 号墓(BTM2)平面図 
 











図 9(左) B 区第 3 号墓(BTM3)       図 10(右) B 区第 3 号墓(BTM3)平面図 
 



















図 11(左) B 区第 5 号墓(BTM5)    図 12(右) B 区第 5 号墓(BTM5)平面図 
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図 13(左) B 区第 6 号墓(BTM6)     図 14(右) B 区第 6 号墓(BTM6)平面図 
 


















図 15(左) B 区第 7 号墓(BTM7)  図 16(右) B 区第 7 号墓(BTM7)平面図 




























 ｢主部屋｣の北東側には広場を中心とした建築物が広がっている。｢主広場｣は一辺が 30 m
四方の大きさの広場である。この広場の東西が 1 段高くなっており、西側には幅 1 m の階










 ｢主広場｣のさらに東には回廊状に連なった小部屋構造が位置する。｢回廊｣は 7 x 3 m の大
きさの空間である。中央部付近には、石で側面を縁取られた直径約 50 cm、深さ 90 cm 円
筒形の穴がある。こうした穴はタンタリカ中腹部の A 区でも確認されている。また、｢回廊｣








った。また、｢回廊｣東部にはもう 1 つの墓 BTM9 が検出された。 
 
BTM4(図 18；図 19；図 20) 










材を年代測定したところ 430±120 B.P.( 未補正、
Tka-12016) の 年 代 を 示 し た 。 補 正 曲 線
SHCal04(MaCormac et al 2004) を用いて、 OxCal 
v.4.0.1(Bronk Ramsey 1995, 2001, 2006)較正プログラム
で年代較正をすると、1σ で 1432-1632 CalAD(68.2%)、2σ
で 1301-1366 CalAD(3.6%)、1375-1696 CalAD(85.3%)、
1726-1807 CalAD(6.2%)という値になる。従って年代は
図18 B区第4号墓(BTM4)  ｢主部屋｣から｢パティオ｣までの一連の建築が植民地期以降 
 
図 19 B 区第 4 号墓(BTM4)平面図 




























図 21(左) B 区第 9 号墓(BTM9)    図 22(右) B 区第 9 号墓(BTM9)平面図 
 











 約 10 x 10 m の大きさの空間である。空間の中央部にある石で縁取られた直径 20 cm、深
さ 50 cm の穴以外は何もないシンプルな構造である。ここから東の｢オープンスペース｣に
直接抜けるためのステップはなく、北西コーナーの隙間を抜け北側に通じる。また、｢中庭｣
の北に隣接する建築物は確認できない。｢中庭｣の外側で唯一確認された遺構は、内部が石













1.5 x 1 m の板状の石があるため、なんらかの建築活動があったことが予想された。 








が確認された。そのため墓があると想定し、2000 年に発掘区を設定した。2004 年には 2000
年発掘区の隣と、さらに丘の頂上付近で発掘を実施した(渡部 2005)。2004年の調査の結果、
ばらばらの状態で人骨が検出された。明らかに二次埋葬の墓である。つまり、いったんど
                                                   
5 A 区第 3 テラスの RA1 の中央に確認された穴の形態と類似する。先スペイン期からの建築の
特徴であろう。 




墓の人骨の分析が未了であるため、ここでは 2000 年の発掘データのみを提示する。 
 C区にはインカ期のチュルパが1基検出された(図23；図24)。チュルパは斜面に土留め壁
を建て形成されたテラスの上に建設された部屋の中心部に位置する。テラスは5.5 x 4 mの
大きさである。チュルパは小さい部屋状構造が2つ連なった構造である。R1は250 x 130 cm、











がり墓室に通じる構造である。墓室は2.1 x 1.24 mの広さで、高さは1.8 mある。壁龕を2つ






























であった。表 1 に B 区および C 区で検出された墓の人骨の概要を示す。 
 原埋葬の状態が比較的保たれていた B 区人骨からは，上顎切歯のシャベル型の強さや下
肢骨に見られる蹲踞面形成など，基本的にモンゴロイド的特徴をもつ先住民系集団の存在
が示唆された。しかし、男性骨の顔面部の繊細さや身長の高さに限ってみると、古代アン



























b 複数の人骨が含まれる BTM3 と CTM2 では、番号で各個体を区別している。 
c 年齢は 20 歳未満を未成人とし、歯と体肢の化骨状態で推定している。成人では 20～40 歳を壮年とし、 推定
可能な場合には 5 歳間隔の目安を示している。 
d Génoves(1967)の推定式に基づく。 
e 壮年女性とみられる頭蓋と頑丈な男性の上腕骨が混在している。 






































図 27 タンタリカ遺跡洞窟墓 
 
図 26 タンタリカ遺跡岩窟墓           

























 アンデス地域は 16 世紀にスペインの植民地となった。キリスト教の受容に伴い、埋葬形
態をはじめとする先住民の文化的要素が変化した。しばしば人類学では伝統という言葉で、
土着と想定される文化を括るが、アンデスの住民がキリスト教を受容しても頑なに守った
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Social Change in the Colonial Period from the Perspective of Funeral  
Patterns: A Case Study of the Tantarica Archaeological Site in the Northern  






The Inca Empire that rose to domination in the Andean region was conquered 
by the Spanish in the 16th century. Along with Spanish dominion the same period saw 
the advance of Christian evangelization. In this article we examine the effect of 
evangelization among the Andean native people, as evidenced in data from 
archaeological excavation of the Tantarica site in the Northern Highlands of Peru. 
During the Inca period, chullpas, tower-shaped tombs containing curled-up mummies 
are found throughout the Andean highlands. Buried with the mummies were ceramic 
ware and other items. However from the early colonial period we see a ―Christian-style‖ 
of burial emerging, in which the body is stretched out and the arms are crossed on the 
chest. The earlier custom of placing a copper object in the mouth is retained, but other 
funerary items such as ceramic ware disappeared. Skeletal structure of the mummies 
resembles that of natives of the Andean region, rather that of Spanish colonizers, so we 
may surmise that they had converted to Christianity. In the early colonial period more 
rapid social change can be observed in the costal areas than in the highlands. Tantarica 
was constructed by peoples from the costal area who had migrated there, which 
facilitated the spread of Christianity. Study of data from other sites and early colonial 
documents will be necessary to confirm our suggestions. 
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